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欄に頭離鱒繰旧弊をまと脚も照る鰭硝た？・こ榔の



f

1 　　　　㌻ ・・P0，

　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　㌦　・、　　財

．1、は．・じ，⑩に　…唖

蚕　宇宙科学の自門及び意義　　…，一

・11、ζ．1

　　　　　　次

　　　　　’n　●○　●　　・．

「　・

●

r
。

－頁
1
．

・イ）新しい科学の開拓

、2》．　　　　　、

3）

．F

k＿2

！

人蜘おかれている堺聯の醐・

新しい科学・技術の創造農開

．・ @’皿　宇宙科学研究の現状と動向．

・o■●●　・■　oo　　　　　　　・　　　，o

晶・一一叫一州……・…一・・

，　　．＿．＿．．＿．，’◆

．．鱒．’、．．．．．。二脚．。軸．．．．

・．　　　　，　　　　　o　　　陰。　　　o　　　　　　●

1）世界の現状と動向

（1）国際共同研究の歩み・

②∫新し恥学問領域φ開拓

．（3）

　　　　　　　　　　↑

　　　o

　　　∵．

　　　　　　　　60　●，●○，■，6●■○■　　　■9

　　　　　　　　　　，9
　　　　　」
．鱒詫．’

　　　●

　　　　　．．．．’．　　　　　　　．　，

　　　　　　　　○’●　．。．’，…

　　　　　　　　・．　．　、　．．．

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　●　鱒

　・・●・．o・

　　　　　2

　　　　．～

・・一…一・…一一・一一 R　　

　　、　　　、

・… @　　　4

　　　　　　・　　　　一一　　．4

．，　　　　　　　　　　　　　　　4

　＿　　　　　　　　　・　　．5

　　　　　　　　　　　　6．

　　　　　　　　　　　　ブ’

　　　　　　　　　　　　．8

　　　　　　　　　　　」6．

　　　　　　　　の　　　　　　　　　　ヘギ
　　　　…・．一・・　　　　．噛の10

　　　　　　’　．‘一　1σ．

・・… @　　　　島・　　　　　　　　　1　1

・嗣一………・……・…∴一一…一一一一一」…一∵12

　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　『’　　12．

　　　　　　　　　　　12

　　　　　　　　　　　・12

一　　　　　一．…　　　　　　　　13

　　　　　殉・　　　一・・一一一一一14

．一 @　　　　　一」一　・，・　→　　　　4

　　　　　　　　　　　　6　　’・

　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　，■
　　　　　．．　　　　　　　　　6

．　も　’

9諸外国におげる宇宙飛翔体計画∫
噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　，

（4｝∫地上観測の充実発展㌃

2）’我が国におけ為現状と回向』

ド　W∵我．炉国における宇宙科学研究の金後め謬題・

　　1）・地球及び地球周辺の空間、太陽系空間の三三…

　　　　新しい天文学の研究

　　　　　　飛翔解よる宇宙襯・

　　　　　　’（1）

』　　　　　　．（2）

　　　　　　　　　、
　　　　　　．（3）

　　　　　2．

　　　　　5　：宇宙工学め振興一二ー叡一一…

　　　　　4

・2）

5）宇寧空間7ラズ’「拓『研究『

i．『

気球及びロケゾトによる観測

科学衛星にタる地球㍉宇富観澗

　　国際的協力計画への参加

地上に部ける研究観測門…轡一

研突俸制の整備充実晶一一一一｛一，

』V　当面すみやかに措置ナベぎ皐項

・ゴレ飛翔体観測研究の充実一

’2　・嘩際磁気圏観測（、6F）参茄・響

乙．国際即計画今の参却

・4． 大型宇宙電波望三三め設量準備

・．1

－1，

　・1・

・1

　　　　　　一・　　　．＜

　1・6

　16

、

喝

＿一∠、　一

　　　　　‘
．」i■LL．　　，　，



　　　　　われわれ即網図と燭榊れて1・る聯か鱗てし紘がや宇宙騨糟．

　　　　・ては詠の駅境下における物理1化轍が鞭ている・rれら嚇解外鰍

　　　　1’膿得r鴫轡嘩法則k奪三脚両三四三桝悶，地

　　　　　一さr駄陽醐地球騨騨マ影響墾ぐ焙るこ≧は・堪れρ騨

　　　　球の鰐革ち醐やもの選入委貝ρ未隅隅写ること聯飾渥一

　　　　．こ四脚もつ四脚晦せつ獅新し岬の領麟宙科学である・1、．

　　　　　宇御翠灘の剛畔た四凱’解く自購の各分野に礎総合聯，

　　　　潮時鹸で癖・それと純綿年に騨糠雛（気団ケシト・昏三三

　　　　畢）の棚．宇騨画期朧歩1も喚轡糊脚学発酵②、

　　　、蝦不吻蝦なっていう・，’・．・ゼ’∫己
　　　　一宇醐剛駄広畔謂め脚藤あり・その進鱗略術の著レ

　　　　曝を干す脚でな≦髄産業ρ券歩にも樽影舗危るもρ聯・ま紙ポ

『・

　　　　　し伽炉ら遡鱗を恥縮科学吻進展は・極め働噸閥を琴

　　　　・す細と柳ρあり澗模騨につ風ま・米国・ソ脚ら・・「騨狩ρカに

　　　　よつ璽飛騨嵌晦って鴨こ⑳な状漸姻脚蹴よ難

　　　’輸即行概雑榊了しご騨暁㌻押や細細1撒1・
　　　即ES雨脚旗て国騨業としでの糊め雄軸り・三三以後に鴨

　　　　：以上述べ傾縮に関する科学階の特醐かん趣今後の字麟の振興方策

　　　　ρ鞭ゆたってはご米国・ツ連勝外国の餉や・我細削る科学技術曝準漸究’



　　　　　　’想ゆ冠三脚1［㌧二◎冠1∫・1に・

　　　耳　宇宙科学の目的及び章義・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　宇宙科獣物理学∫傾天文学～燭科学・生雛医学・・購の離の興

　　　　近時・．宇解学の研究鷹・三体㌍よる醐と1㍉ういわば新しい次元カミつ脚えら雛　　’

　　　ことやて・雌断二二三門熊臨また潮ま岬我々卿
　　　に聯さが？て～・た大気圏の獅すう回天三巴樋働た6’これによつ

　　　て郷学研究は澗期的詰開回せているゐである・その結果・難マる礁分野も底

　　　・がり・わオしわ紡霜鞘に三品理鱗急速に深まって即’う∵．

　　　　甑宇二瀬醐体が融な手段となって糊｝これと有感丁令Pて

　　　湿地即の鱗また飛躍的に増きセていや訪し燗測手鵬駒工学・技、．

　　　：術嚥回して岬で榔のではなく岬科轍は・宇宙工勤進展聯

一1∫鐸三田三隅た巨大な雛であ硬鰍離’超働宇卑
　　　　　，騨趾嚥室では実獄ないよ輝条聯吻脱化学・蝉越，

　　　　　学あ翻冠詞緯出生翻・瓢従来応手稼では㌍依とρで

　　　　　　き脚た三二脚随隔ることを轍ぢこ討つ備の宇宙空

　　　　　　間の灘を漏る新し・鰍法則を干す球嫡嫡四三髄開拓し・人類に

　　　　　・新しい知見を提供する三野旙？。

　　　　　賜類のおか漁～る地回騨明㍉で．∴ジド1’
　　　　　　二四曝等宙轍おけ硬三脚・三脚戯そ碗噸
　　　　　　廉している誰太陽鱗と地球＋巨大勉轡融即生禍翠

　　　　　騨響を亨えるものである舘脚こネらの三脚藤探熱あるいは箏．一

　　　　　象繊腺四四等あらゆる地球表面糟を笹間か嘲湿ること鱒，

　　　　　・◎脚人類二郷・岬環脚団団でrる・．これ獺象嘩
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1る灘嘩即くが思うした脚瓢騨μ机我岬．
とし |噸の脚究を減ると・とが騨あ砺ll・・’・，

3）・漸い＼科学・鼓術の創造展附．　　　，

・宇宙三ｽ究繊と襟雛計測聯蜘る工学℃鱒ま岬と㍉’う

騨聯騨回しなげれ聯な・1こ民度の制御難必要とす冷三四

二体系力脚シズテ郷四丁r必要聯rと㍉ま嫡’徽竿が琴

求樋ことψら離い次元噸的研究を轍・’また・’四三学研究鰐や

’回田粋科轍術の四界齢促彊と雑さら曜図れ嚇し嘩

・蹴点いては社傘一回及騨噸果の旧き嘩㊥までも1塗い・

一猷回想lu胴忌門騨利脇欄蜘剛確照ら1．
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』1．・世界の現状と動向 ・　　’　　　　、

（1）’

ﾋ同研究のあ墜、．∫い・．㌧一　・∫
1脚醐を購脚？即・’宇宙回る人類の永鱒を背興て・，

古織多の研究襯瀟櫛ら赫第に謙醐ら瀬れて来二三に戦．

．一隅当聯糖禍ρであっ咋壇ミ・∵聯にV騨脚手が寄三脚似
　　来、・国際的姻力による全地球轍模による翻、研卿重馳耀識さ智撒の国際共同

　　　　　　　　　　　　　
・繍面が実記てきた6幽の蝶の実解9て地球及び騨囲岬環境燗

　　ナ●三三旧格即発展をみるに至ρて悟為・

　　　（国際極観測年）

　　　献明津15年から↑6午にわμ第個国際聯ll年（1s七’P・ユar　Yeaウ

惨加国11．1）及び昭和聯ら9年ゆた．る第2回国牌醐2nd．マ9斗ar　Yeaウ．

働ロ騨坤・て四球長めくる臆倣化・隙騨嚇で噸
　　オ「βうの世界働どが明らかになりしまた高層の存在が明らかにされた・‘1・

1・繊燗測年）飢ゴー・．デ・∫♂．2
し’．づ亘で・聯2聯5●5鱒けてρ国際耀測：豪く∵「）欄聯P・ζれ

岬幽思洋・膿勲氷河照門測なξ聯理の全四壁翻め醐

　　して地球の観測を糊に三つ畑であり抑騨7の三冠σ・南撃墜て’

初あ ｺ各国の欄測が御越・煉星がこの騨生まれ∵ケット’によ瑚．

　　卿湧発化牛共に・脚新刀1存られた・．・雑も・磁騨と太陽壇≒らの三門の

一欄醐剛るいわ蝉冠帯ブそ卿囎綱をとりまく欄帯〈秘

　　・7レ帰〉の二二などがそ艇なもρで多る・この共同脚雛全世界二三模で

常四
ﾊう必要がある1二と岬識猷三国ともその嘩詰ると1となつ孝∴

　　になった。

　　　1て太騨回する計測年）’一、，，㌦　∫，

しさらに、気 ｺ秘9勃・ら4’・・年ゆげて行われた太騨蠣潮国際蹄り年（工Q’SY）・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一4一、

！



　　　　　　∴llや：1’㍑’：・．『｝［ll∫＼◎1二∫1㌃．∫恐

の実撫？て、既記縁妨ズマの三門風）二三レ幅こと・その太陽

風憾磁融鱗卿置旧ぜること・聯耀の作纈↑なわち磯姻一

一内醐醐髄鰍甥マの相旧作脚脇かにさ病国際地獄il年に引

ぎ御て・単町晶晶による直門轡崩螂脚・柳脚力弐行1

瞬・．晒麟・44年から41年にカ》げてρ太陽三四騰il年（工．ASエ）で．

・は撒1臓圏噸塑・碗鞭問宇ρプラ膨の動き斥

ど螺象糊ら旅さ榔F・、乞珂　　・
∵臆灘）lll∫・・一．’・ ・ll㌃

　　　キ跡たよう凹凹年か嚇滑動漉観醐でめ柳年間・特に飛雛．

が騨使わ郷獅って蒐地髄む大気層・’さr二三・耀か嘩問．

・空間幽門関する二三が巾広く行われ砺湿たb地球上層大気の雛ぞ

堪球を包む電繊磁網さら脚外悪星間七つ二二的といって：もよ匝僑

　　ξ多く騨学横そして今やこの分野は」、太陽地払物群と1しそ総合門門・の分野　・

　　」方・．この間・’第2次糊聯ρ後曜技纏騨三思さ煙生した電

就学は・瞬脚四ってきだ回忌一つρ新岬を二野よ餌
声1．95・年代以降の天文学は新し購代に入った・電波群は忘耳大な卿レギ7を畔．

　’しているとみられ三星（’クエーサ）、既報の残照とゆれる翻・星間分子線やパノヒ

　　サー宏どの画鋤醐をもたらし鎌の宇宙ρ起癖進化照する理論を根騨考え‘

　　c（宇宙飛翔体による深文学）　　　　：’

　　．・他方麟による蹴ざらに天文物騨礎鰍を榊晦1綿体によ．

つてわれわれ麟と瞬外の頻三田託して吋気働壁嗣ぎられ’

　　るヒぐな確を見るこど騨御に詰開る・この惜しで・光によ・る天文
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　　　、一．匹．◎♂・’㌻1ゼ’◎ll幽・　　’

　　嘲が犬きく広げら嫁即つた・そ嶽騨町蝉しい働1カロえ暁

　　　たと吹とkとどまら邦町制・ある噸大嫡四脚し雀躍、

　　　　人工四脚・「方では樺学：生物学と噛レ騨の下墨させ鳩1、

　　一』噂肺獅嗣珊珊轡・轡心麟も鱒宇宙飛行や鰍窄間・

　　　肥すうことにともな門下や無騨韓あ即興期間即興・

　　　人二三び開脚よ鱗慰ぼ塗かと両三：r学の分騨砥rρ二野

　　・については6と騨の生物についてギ跣に広く研究が行乞回り・報医学を含めてこ宇

野物郷よば凝醐を形づ鋳碑三生一査である・

　　　火脚他嘩上で生蜘その前期機騨発見す硯は1噸瀬瀬，∫・

　　、下部生絢「搬が鰹れで喚る・．ζρよう嫡医学●生物遡野r揮…二

　　　（米国及び、ソ連の動向）一

　　　　195’7岡遡手衛脚ち上げrタρ・いわゆ棚時代醐り部科学は

　　∫繍灘を遂晦綱及び碑S現在榔締91個以上のく縞鯛を騨
　　　鉱年剛・・機声門科学襯気球及び科学騨1・ケ．ツ・トを打ち蝋広野学問領

　　　脚二巴麟な騨蹄趣き舷四二の四脚志せ1で
　　　ると嘩ゆ喰人工衛星瞬通信調七四翠も大糠績を挙，

　　　嘔bとく1脚大規棚選る探鹸（アポ』計醜避初蝉球・

　　　●以外二二たと薩騨鰍ζもに・宇宙勘‡学のあら卿野に飛躍的



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ヲ　　　　　　　の
　　　　　　　　　　＿’つ一1・・∫ll・1・二．て9’＼’∫一

　　　　　　　躯いる醐在でも年三兆rにの1珊究投資力劉らや㌣獣れζほ

．　六度のもの働れて聯推定されている・米国は・・1’180年代朔科学研究の

　　　　　　．環叫て・ス似滑噸を決臥それによ騨群観測を聯牒とし，

　　　　　　　飾姫鰍轡i、978㌣噸の実験テス騨を経て・∵llO年・

　　　　　　　懸篇幽幽聯打聯予定し艦

　　　　　　　　欧州誇騨英騨自のロケ聴叩駄入工騨打ち蝋鞭測を行マ熔

　　　　　　　績をもつている参、、最近では、国際協力のあ要性が強調されヤ欧州宇宙機関（ESム）を中

　　　　　　　咳とした下洗漁網四脚三階によって研雑聯る干うになつ

　　　＿た・職つと儲研究に三脚てい為のは・フラ搾西㍗である師国とも

　　　　　　　年間そ二字欝予勤31％礪するゑ00んrO9億円噸を鱒当て・・独

　　　　　　　自の研究計臥．ESAの共同事業計画、細・ソ連の間の協力事業瀬の3本②計画を、遂行’

　　　　　　　．して職英臥例アll轡ぞ四工や騨国も聯を町の旧記

　　　　　　．綱解よる騨1’同騨上㈱旧記鮪聯連難ρつつ閉る．

　　　’∴必要があ1・’鰍もその辮㍗を脚いる・籔夫文学の鰐脚て贈騨

　　　　　　　縮測装置蜘」獅鷹しい発達に嫁多ぐの画騨発見が行われるよ熾

・「 @つ継国の一一鱗斜め・多，！嚇で脚騨遠鏡騨さち下構
　　　　　　　年離れ三体の海と嫉るこ乏が可三一となった・　　　　し＝

　　　　　　　　一方・電波天文学の発達に三四はつて宇声を泌ための大型電灘門下鍾点的1

　　　　　　　旧臣れ、世界各地澱髄麺いるご

　　　　　　　1姻のジrドレ1レ∴づ”（∵57知径76叩岬のぞリー轡◎962

一　’㌣径g2皿）・τ轡のア砂キン、q？・66知御5誓）・ドイツのボン

’　（19・71馴径！…）脚大準轍錨は・・避騨明礎な威勿を・

　　　　　　　発揮している。．．，　’　　　　　　　1”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　←’一㌧し’一7「　・・　畠、，，一・　ピ
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　　　　’：、『∫：1∴畠・”：＼F一，．．1，・1”1　　　「1一∴1一・”

　　　　　　　　　　　　・・●一　・’．・’・．・一・　　0∵　’・、

　　2．我が国に誇ける現状と動向，’

　　　　癖遡騨いて騨来は・我がrは優れ棚記し・三脚観測年塁辛・

　　　’榊騨糎働て騨齢キ礎た・∫世界の翠剥のζころで津菟

　　　破成三四綱は・我が国の研究者の参加ゆて得蝋も坐る6以興・

　　　我が国の宇宙科学研究b現状と動向の概要を述べることとする。

　　　　　（飛騨よる翻騰！∫　弓・・一一’　‘び。，

　　　，1郷跳回る醐ゆいては1早く岬の騨縮碑立騰術鋤
　　　　売に騨とζもに・擁湯瀬合った科学観騨艇て蜘てい1と玲’ll

　　　　の幽一ク嫡庶ること蘇・．過去騨わたって多鱒早を撒き岬

　　　　四球観測年線機とする翻用rケットの研究開発ば、新し吻扮三門嘗胆するエ
　ヤノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　し

　　　　学者轍に支えら嫡旧離能化｝さ稗化賜れ㍉吟や2イ脚学衛星とう鰍め

　　　　・脚試験鯉を害聯段騨礁》・ま一柳鰍気球三三充も着々と』行わ一

　　　　野て悟る・畠このこ．と廊学確所なξの研生体雛儲騨キ観測繊rl，

　　　1．騨極脚購と鱒って1我が醐の討究曙を轍レ1鋼や
　　　　％三三学研兜の基礎を築く≒，ともに、・国際的姫測事業帯ける我耀の地倖を勘た？

　　　　二四三体を用い燦禍げてき、準撫成果として賜西脚高属噸1

　　　　域に糎圃ン層畷筑脚度くイ．オ獅成・電子温度嚇・高層大気の風『

　　　　系・、大気光累層晦樋ど超高層藺嘩を碓立畔と・第二に・騨辱鑓

　　　　脚て・下部三田嘩磁気圏㌍州ス繊，プラ．綴嚇陛下や・

　　　　宇宙空問プrズマ酬ナ醐嗣回す．る騨ひ唖rと・第r即言の三階

・　醐｝セ～太騨脚繍定を行ったこと・’X脚位置雛し・一そこ忙新し即

　　　雄繊い線天文髄聴き…照応備変四三こ『轡磯
　　　　源嘩分続確立し準こ畔醐㍗れる・・欝界晒て高く評価さ鐙るこれらの∫

　　　　　』宇憲土学の面に痴いては、国除地回読測年壱契機として、開発さμた響測』ケットは・そ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・「8一
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　　　　　　コ　　　　　　　　　　　う　　し　　　　　ドサ　　　　コ

両型化と改郎よつて肇鱒嘩で蝿卑曜の5系列の擁聯llρ目．

的匹応じて己れてい砂ずれも・」㌍5即固体三三ツト聯．こ郷1ロケ

ツ繊畢を嶽聯星揖げ鯉・姻の脚究働rれた・騨5年．

嘩の三口あ鯉戸財によって我力繊三三衛星「脚三図げ

’が騨・旧記噛雌麟卒した蹟・46年ゆ一4S回忌試験鮒たん’

せ向が打ち上げられ、bいで打ち上げらμた「しん画」によって初めて科鞭測均ミ行わ

　　　　　　く
三次応7鯉を土台とし獅缶U御を加μことゆ衛星嘩精度の嘩

図るため・傭・4’ Q鞭から2殖体噴射勧ベクト1レ制御（TYC輝の概詰手し・・

三瀬虜び礁晦・逝備えたM一円脚49鰍ん脚犀」
を所期の弓打詰ること冠した・このM声う。型によ回忌門中に1、

1串鱒S（太陽放射線及び上層大気観測衛星）」即回忌CO塁SA（宇宙放

朧到ζ2イ聯学衛星鶴上畔備が飾神る1二方・墾5c騨。

力に？いてもこれを濡し～抽上げ能力の向上を図る研郷ゆられてい硝星ゆい

ては爾国の鰍土〃・卜咳皐技術を細しで各繍即る騨を感応

慮確かう広範囲に地上に集めお能力は格段一歩しつつうり、一球「たんせい3号」ゆ’

’購道上に：爽衛星囎を自由に制融融騨るなξ・冷傍細る宅

宙研究活瞬支える瀟的鞭は・鹸ゆ茸実している・

　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　、
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璽▽∫’匹◎照．．∴li・r＿○∴・∫臨・’鳶∫，1畠

．w一病四三郷学脚今後の課胆．㌧沼一
両慰宇宙糊究脚嫁に述堕即各鞍れ騨有レている9断
、我が国の独自の自主探査能力ど独自め観測機器の開発研究及び太陽地球間物理学・そρ他の卸し

い学問分野の創設記し徴蹴貢獣は・一我がrにこれ三二て篤い騨働．

，概究者ぶ存在するζとと、我が国が毬東地域という国際共向学油上木可1欠の地理的倖置にある之

どζ輿r七・網謝響的岬待働て大判のζしで唾’一．

，昭和5・ ｭら畔岬騨気圏観測調σ岬醐世界の学界峨が騨動
を極めて醐御て干るこど騎乏ス浸一スシセト師鑓贈幽して写糊

三門瞭参加を求やる動阿ることも・1⑳嚥を背影御で飾今後ジ

・ノP！甥聯球脚空間・太陽系空聞の研究●’　一

瞬をつつむ耀「．．中開輝・亀騨’そレ魂㌍獅太陽予空間の騨

’・確及び報空間の暢1の地球：観測は，鰍の四三するrと膨うん地球及蘇

四四生成を理鰍ようとする科学の基脚聯ととも解・地胆三冠球鮒．

肌で噛醐堺境を闘し人騨獅界を蜘く賦すもの∴

　　でも麺・・’　　．…　　’

　　　この分蜘究翌翌聯嚇のロをツト脳地球周辺蝋呑工鯨よる，！

騨・儲の礁酬工鰻・ケットによ備空商からす鱒騨よρて行
　　われる．ζの’分：三門各州国際的共同にょっ潮脚的規撫勧れる脚力1響き勧麟．

樟する・我細醐・毎・・B（・夕四一鯉）四って参力幽ごと力騨されてい、

　　轟論観測三三s・）妹その一例9で畝ま餓が国の・ケット翻がアジア鵜

　　降ける翻であ・る顔う酔ら1閉め種視されている・’

．2＞暫しい天文学の研穽

回し回した職二一綜湖線によ鰍学回しても灘国峠＋分漁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一10一　　　　　　　、，



冠∴’∫…．’∫・91∫・1．ll：団・・ll㍉1二、．，，

　　　師うこと礎る・とれま縦こ欄舷学は鑓で入雛囎しなかった’よ1’

　　　灘の麟明1肥し働た紬伴い天文学ρ曝期し玲宇宙鰯駐’

　　　’戯晦闘う6例四線星の騨中性賜ブrツ’クホニ1レ等高欄周騨

　　　高点舗時習ある叫超大重力のもと働理脚解明鞭つく・もので

　　　欝欝一般繊興言一等鱗騨な網田が御で託り岬，・’く一
ノ’ ﾔのこの鋤にぱ、凹い一癖の芽耀え趨る拷え懸る・　　　　　　’

　　　　　醜嫡ケツ’ト叫脚な畿砿陣脚る綿左鰍イに聯騒

　　　と一とになる・ど脚下が国としては・x緯学の騨幽幽細註際際大

　　　嬬を購が・今期騨澄脚騨噸r騨図る∵もに’塵さ

　　　　；ご縁で無太嚇間の離職伝現象は・畑ψズ吻群論関連を

　　　　李つ？7殉轍基騨ど嗜趣騨r燃す翻嚇しζも実一

　　　　塁壁脚鱒・宇騨・に槻実騨晦騨轡瞬断’・一
　　　脚抑超高真空・1騨減等の郵とでρゴラズマ鯛究働織こうゆ姻

　　　　1纈では趣自ケ邸干って直接齢彫ズマ韓鰍磯が成興解．

　　　　1以上嚇騨騨伽鋤挙騨糊平治脚1．轡の三三．
　　　　等から寿えて強力に推進ずることのでき珊野である拷える・

　　　　曝響中心ζして・雛憎いるス鰹7ヤ｝ノ繭・・殉は計酔の饗騨．

　　　髄姻騨騨ようて行’難聴ミ目論趣畝騨のうちには欧グ噌儲国力御

　　　　を決定したものも畝ま嫁騨ざ一組ゆの呼びか噂纏いラ9我が’

　　　　　　　’・　　’　　　　’　　　　　’　　　 　　　　　　　 ．　　　　’　㌔



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c　・’勺　　　　．　・　　　　 　　一

　　　　　　　　　　　∴’亀◎’判り．．919．’，G一一

　　である・一．＿一　・．・　．『▼『・一∫・点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　1、　飛翔体による宇宙観測　　，　　∴ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　’（1）気球及ひ面ケットによる観測

　　　　菊球脚ケツ騨感湖心早r鰍て機騨聯御跳鼠燗
　　　模な報男雛の出現し矧在でも・その価値は勘て高瞳我が国に紳ては・全国の犬

　　　・学の共融耀いう立場から灘東京大学の騨空獅（内之漱菊及び国

　　　立騨究所（脚がその旗げを担笥しかるが・郷輝哩から考えそ・∫μ

　　∫その灘厳とも増大すうことが予脚そ曙要に見合つた蹴図る螺汐こあ

　　　　る・ζと醐1・5働ら畔にう｝けて計醇て囎離郷」計画（エ￥疎

　　　駅は・我が国でも蹄翻細一環として内地及び鞭で・劔及びP磐ト観測を浩

、，．
ｭ師う峰がある・“

　　②．科学衛星に：よる地球、宇宙観測

　　　　堆球周辺岡岬宙放脚購星脳観測は1騨繰る必票が旅．ζ

　　　　碑・嘲シ麻によ磯計画は・国警騨尉習癖s）の環レて打’

　　　　ち上げを予定晩るもρ剛・昭和昏嘲び55弊わたつ讐げを必要どする・

　　　∫rた・騨獅興す騨衛星も螺さ謬る樋る1翠7、0～1ら嘲

　　　　あ櫛星岬難経融熱蜘な工学研究にも適し聯弾わ姻必

　　　．肇難くと考えら碕略ψ89噺瞬と観聯蹴繍のために遡

　　　三脚噸礎を塔駄鵬鞭ρ制御高麟幸騨能力をもつ20∵
　　　　5d・鰍の申開星竜必要となり贈こつ矯ても低搬旧記道・．太陽同期獣道瀞・

　　　．騨ξ⑬のミ．ツシヨ曝四二たllゑに打ち三七も出喚

　　13掴際的吻計画今の参加　　　　　　　　　、

　　　　　イ980轍鱒鐙る峠糟トノ噸隅凧網は・脚実績ヅ
　　　脚可能縦を二三可能即にρい彦加逐う騨硬である・そのよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一12τ・　，・＼
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　　’，一　一，・’　1一ン・．’F’一1．勤　　　り　　　　　　　・．・

　　郷のとレて・差回鰍岬で開発さ聯自の臨空騨シ燈r二歳㌔．

・るζと鰍ら醐郷さ姻内外のテヤを精選し耀の　ト㈱ミ町

隅聴回するこども必要と節う・こρ暢合・これ三連し二元騨をもつて1・・、

宇宙騨岬凹凹鎖し軍必票がある1，　　一　　…
’惑ｮ言畔解は・禰報科学r研鷲を脚周辺か嘩即周辺・ノ，

、1旧記早間空商から聾醐げるととも貯宙生物学発脚能無めて喚るも．

一のであ三脚じめとする聯幽門や螺象㈱魁㊥て聯7ロ

酵エクトで輪回が叫では鋳につい徳雑繊礎獅騨の協一，

　　　・鵬うな柵騨峠糠の櫛郷騨く・し醸現％事の
で脚・四声三州は鰍進値三訂鰍に執それを実際嚇癒．

一て実証棚碗こと脚鋤て開炉惣噛牌：も肥る1御門雛1，．

による宇?ﾜ一触そ騨匠宇宙脚綿成即興ばか喚くジ

塑喚のである∵，一い♂ン・・1’．．・㍗
　　　野心的嘩糊旧臣が宇宙醐究を醐1そ懲を骸一方で｝騨r

　　宇宙工学技術は、それをヰ麟として特色ρある宇宙科学研究計面を齪することを可倉旨に

’鍋・ζのギうに瑚鵬硝科学三門ゆトに禦は調蜘ら実行，

．峰四三解学分野濡者と三等学働四二撚察を駄両置が　’

三体とな衷寞痰ｦるものであ脚力題であ1・戦我が国ρ四三カミ騨、

世醐は・既三三願三体観融棚二四と釈鱒価曝∫・
つて展開しrマある・し独鴎地糊二品唖嘉応郷老朽イ1嘩忌事G

D・

　あり、また新しいより効率的な観測技術も生まれている。地、皐た澄ける餌測は、！飛翔体による

　　　　　’・●　∫・・8・　＿イ5一

　　　　　　　　　’o
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D

　　　　　　鰍あいまって・立体的力1つ脚4観醐可聯弾・鰻しても騨、

　　　　　　駅の即近代化脚蟹騨ミあるう諏学嚇に？鴨世獅姥る電．

　　　　∫爾学の賜我ごミ国r聯rの分野雌醐鰍岬も研選果もあrごζ・極’

　　　　　5．宇宙工学の振

　　　　　　　騨堕よ1峨岬嚇工学幌れま備科学研究三四さ嫉術的

　　　　　　可倉r欄鍋繊いう鵬展岬学研究の鞭蓼来た・今後もゆいっ売宇

　　　　　　宙科学との深い連携活動は続けられるであろう。．しかし、一が国際的な宇宙研究活動の拡大と’

　　　　　　脚輸棚野に聯耳蝉態の進畏に甑鳴声工学研究rさらに黒磯究活勲

　　　　　　を謝る必勤る9我が国の工螺技繊多方面脚て潜在的能耀し称誉・

．　賊鵡目標猷r騨進僻宙工事技術として声つ可梅もρて唾締

　　　　　　燗を欧騨珊曝研究を元寒さ簡略畔：よつ聯に聯

　　　　　1脚拡大し棚醗支える工綿甲を築くこ1声舶蜘晒蝋題のジ

　　　　　，であるqその猷宇宙工学ρ醐い下欄湖畔制聯榔鮨掌ぞシ

　・4，・研究体制の整備充実

　　　網轍無学⑳い畔白騨を行いうるた曝鎚旧記体1旺。

聯が必翠であ岬蕉飛騨よる宇宙脚騨鴎学術糠関≒して東京
・　．大学宇宙航空研究所など参中心となって行われて於珠．また、’その他の大学や研究所に声いても

　　・宇宙科学の研究、観測が行われている。一i方、国立6試験研究機関として、’各省の研究所及び

　　辱殊蝉がある畔ら螺は・それぞれの齢ないし研究目的岬畝勲研下段

’やﾋ動の態搬贈る酷郵書脚騨騨猟これ繊関ρ間．



　　　　　　　　：㌃∵○・・∫：．・∴二二’◎ヨ．、：ゼ、、

　　　　　　さらに・．今騨れ騨とセ蝉7に」飛翔継上騨どに声マて聯貴重

　　　　　脚騨翻㌃タ・賊どの諸徽翠正礁楓鱒利冠すうため．

　　　　　即処駒テ燭鱗立ず砕・第二壁購ゆ騨つ脚酪分野：

・・の研究浯涛�l保蝉のの鰍岬を養騨計画を樹立し両三惣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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　　　　　　　　　　　　∵○㌃㌘・1＼1．？1・・一、○ゼ」

　　　　一陣我が国は・’宇宙脚融？吋我融r嚇分騨進か？継るピ

　　　　共姻晦共同計画鯵加隅田協拠っ瑚田畠するこ1が必票であ“

一る．ρ、そ斜めには、’これまで述べて来興国の琳と世職岬尊ちし割田て

　　　　の適脚瞬卜醐開くaま塗ら噛帆⑳らの宇宙科学研騨・脚規椰

　　　琳三脚趣たブ，・ジ跡一ρ幽図ら榔て騨・いll礁像と貼

　　　　よ四体三脚族・2．・一．一　’　　　＝
　　　　　　1科学衛星瀾・ケ，ツく廊に：タる徽麟矧き縁聯ナる≧尽．

　　　　　　＜くに三野輔9日付け鯉学審議会から建騨つた齢気圏脚下；．

　　　　　繭S）にっ・1て1ま・鯛二男1努繊研断西EXOS一騨
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